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米
国
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー

タ
ー
ズ
（
Ｇ
Ｍ
）
と
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
が
経
営

破
綻
に
追
い
込
ま
れ
て
か
ら
、
ほ
ぼ
二
年
が

経
つ
。
Ｇ
Ｍ
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
の
集
約
や
労

務
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
経
営
再
建
は
順
調
に

進
み
、
昨
年
一
一
月
に
は
株
式
市
場
へ
の
再

上
場
も
果
た
す
な
ど
、
世
間
に
「
復
活
」
を

強
く
印
象
づ
け
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
自
動
車

メ
ー
カ
ー
、
フ
ィ
ア
ッ
ト
傘
下
に
収
ま
っ
た

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
は
、
営
業
利
益
ベ
ー
ス
で
黒

字
幅
を
拡
大
し
つ
つ
あ
る
と
報
じ
ら
れ
る
。

政
府
に
よ
る
救
済
を
受
け
ず
に
立
ち
直
っ
た

フ
ォ
ー
ド
は
、
三
社
の
な
か
で
も
っ
と
も
業

績
を
伸
ば
し
て
お
り
、
二
〇
一
〇
年
の
純
利

益
で
、こ
の
一
〇
年
で
最
高
水
準
の
約
六
五
・

六
億
ド
ル
を
記
録
し
た
。
こ
う
し
た
な
か
、

い
ま
デ
ト
ロ
イ
ト
で
は
、
全
米
自
動
車
労
組

（
Ｕ
Ａ
Ｗ
）
と
デ
ト
ロ
イ
ト
ス
リ
ー
と
の
労

働
協
約
が
九
月
に
失
効
す
る
こ
と
か
ら
、
夏

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
労
使
交
渉
で
Ｕ
Ａ
Ｗ
が

ど
の
よ
う
な
要
求
を
突
き
つ
け
て
い
く
の
か

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
経

営
破
綻
を
契
機
に
、
と
く
に
労
働
組
合
側
の

ス
タ
ン
ス
に
変
化
の
兆
候
が
み
ら
れ
る
米
国

自
動
車
労
使
関
係
に
つ
い
て
、
破
綻
以
降
で

初
め
て
と
な
る
Ｕ
Ａ
Ｗ
と
デ
ト
ロ
イ
ト
ス

リ
ー
の
協
約
改
定
交
渉
の
行
方

を
見
通
し
な
が
ら
、
最
新
事
情

を
リ
ポ
ー
ト
し
た
い
。

（
調
査
・
解
析
部
主
任
調
査
員

補
佐
／
前
在
デ
ト
ロ
イ
ト
日
本

国
総
領
事
館
専
門
調
査
員　

荒
川
創
太
）

■
あ
る
一
人
の
会
長
対
立
候
補
■

昨
年
六
月
、
デ
ト
ロ
イ
ト
市
内
で
開
催
さ

れ
た
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
第
三
五
回
定
期
大
会

（C
onstitutional C

onvention

）の
会
場
に
、

「T
im

e T
o G

o B
ack T

o T
he B

ridge!

」

と
題
す
る
一
枚
の
ペ
ー
パ
ー
を
代
議
員
に
配

る
少
数
グ
ル
ー
プ
が
い
た
。
そ
の
紙
の
冒
頭

に
は
、
こ
う
書
か
れ
て
い
た
。「
同
志
、
ゲ

イ
リ
ー
・
ウ
ォ
ル
コ
ビ
ッ
ツ
を
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
次

期
会
長
に
！
」。

Ｕ
Ａ
Ｗ
の
現
会
長
は
、
昨
年
の
大
会
で
会

長
に
選
ば
れ
る
ま
で
副
会
長
を
務
め
て
い
た

フ
ォ
ー
ド
出
身
の
ボ
ブ
・
キ
ン
グ
氏
で
あ
る
。

ウ
ォ
ル
コ
ビ
ッ
ツ
氏
は
、
ミ
シ
ガ
ン
州
デ
ィ

ア
ボ
ー
ン
に
あ
る
フ
ォ
ー
ド
の
ト
ラ
ッ
ク
組

み
立
て
工
場
の
第
六
〇

〇
支
部
に
所
属
す
る
組

合
員
で
、
こ
の
大
会
で
、

当
時
の
Ｕ
Ａ
Ｗ
執
行
部

が
推
す
キ
ン
グ
候
補
に

挑
戦
す
る
形
で
会
長
選

に
出
馬
し
た
の
だ
っ
た
。

出
馬
の
理
由
は
、
Ｇ

Ｍ
と
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
が

連
邦
政
府
の
救
済
を
受

け
た
際
に
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
が

労
働
条
件
面
で
多
く
の

「
譲
歩
」（concessions

）

を
し
た
こ
と
な
ど
、
近

年
の
会
社
側
に
対
す
る

Ｕ
Ａ
Ｗ
本
部
の
柔
軟
な

姿
勢
を
批
判
す
る
た
め
。

配
布
さ
れ
た
ペ
ー
パ
ー

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
こ

う
訴
え
て
い
た
。

米国自動車メーカー
「デトロイトスリー」の復活と労使関係の今後

Focus

～ＵＡＷの前に立ちはだかる新たな課題～（上）

デトロイトスリー各社の概要

ゼネラル・モーターズ
（ＧＭ） フォード（FORD） クライスラー

（CHRYSLER）

設立 1908年 1903年 1925年

本社 ミシガン州デトロイト ミシガン州ディアボーン ミシガン州アーバンヒルズ

経営陣 ダン・エーカーソン会長兼
ＣＥＯなど

アラン・ムラーリー会長兼
ＣＥＯなど

セルジオ・マルキオンニＣ
ＥＯなど

従業員数 20万9000人（グローバル、
うち時給労働者4万5000人）

16万4000人（グローバル、
うち北米での従業員数は7
万5000人）

4万7800人（グローバル、
うち米国3万2250人）

代表的ブランド・車種
キャデラック、シボレー、
ビューイック、ＧＭＣの4
ブランド

フォード・トーラス、フュー
ジョン、マスタング、リン
カーンブランドなど

クライスラー、ジープ、ダッ
ジなど

2009年の政府救済状況 2009年6月チャプター11申
請。政府による救済受ける 政府の救済受けず 2009年4月チャプター11申

請。政府による救済受ける

資料出所：各社 HP、連邦商務省資料、デトロイトフリープレス紙をもとに筆者作成

UAWの概要

正式名称 「International Union, United Automobile, Aerospace and Agricultural 
Implement Workers of America」（UAW）

本部 ミシガン州デトロイト

結成時期 1935年8月26日

組合員数 37万6612人（連邦労働省提出ベース）

役員

会　　長：ボブ・キング（フォード出身）
事務局長：デニス・ウィリアムズ（トランスプラント等担当）
副会長：ジェネラル・ホリフィールド（クライスラー担当）
副会長：ジョー・アシュトン（GM 、カジノ等担当）
副会長： シンディー・エストラーダ（自動車部品、公的産業、医療業

界等担当）
副会長：ジェームズ・セットゥルス　Jr.（フォード、航空宇宙担当）

支部構成など 11の地域本部と750以上のローカル（支部）。会長、事務局長、4人の
副会長及び各地域本部代表の計17名で中央執行委員会を構成

産業構成 自動車、航空宇宙、重機のほか、カジノ、公務員など

（筆者作成）
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「
彼
（
ウ
ォ
ル
コ
ビ
ッ
ツ
氏
）
は
、
わ
れ

わ
れ
が
望
む
こ
と
の
た
め
に
声
を
上
げ
て
く

れ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
望
む
こ
と
と
は
、
い
か

な
る
譲
歩
の
要
求
も
拒
絶
す
る
こ
と
。
組
合

員
を
分
断
す
る
い
か
な
る
制
度
に
対
し
て
も

闘
う
こ
と
―
―N

o m
ore tw

o-tier 

（
二
段

階
賃
金
）（
１
）！
…
」。

会
長
選
挙
で
ウ
ォ
ル
コ
ビ
ッ
ツ
氏
は
、
わ

ず
か
の
票
し
か
獲
得
で
き
ず
、
圧
倒
的
な
差

で
キ
ン
グ
氏
に
敗
れ
た（
２
）。
し
か
し
、
彼

が
無
謀
に
も
会
長
選
に
立
候
補
し
た
こ
と
で
、

Ｕ
Ａ
Ｗ
の
現
場
レ
ベ
ル
で
二
〇
〇
九
年
の
労

働
条
件
の
譲
歩
に
つ
い
て
納
得
し
て
い
な
い

組
合
員
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
の

内
外
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
大
会
期
間
中
、

地
元
紙
の
取
材
に
応
じ
た
ウ
ォ
ル
コ
ビ
ッ
ツ

氏
は
、「（
会
長
選
に
出
馬
し
た
の
は
）
選
挙

に
勝
て
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
は
な
く
、

組
合
員
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
た
め
」
と

語
っ
た（
３
）。

■
二
〇
一
五
年
ま
で
の
「
譲
歩
」
■

ウ
ォ
ル
コ
ビ
ッ
ツ
氏
が
訴
え
る
と
お
り
、

た
し
か
に
Ｕ
Ａ
Ｗ
は
、Ｇ
Ｍ
、ク
ラ
イ
ス
ラ
ー

が
政
府
に
よ
る
救
済
を
受
け
る
際
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
労
働
条
件
の
譲
歩
に
応
じ
た
。
譲
歩

に
応
じ
な
け
れ
ば
救
済
は
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
た
め
、
事
実
上
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
選
択
肢
は
そ

れ
し
か
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
が
、
一

般
組
合
員
レ
ベ
ル
で
は
意
外
な
こ
と
に
、

ウ
ォ
ル
コ
ビ
ッ
ツ
氏
が
言
う
よ
う
な
「
譲
歩

し
た
労
働
条
件
を
た
だ
ち
に
取
り
戻
す
べ
き

だ
」
と
の
声
が
あ
が
る
こ
と
も
め
ず
ら
し
く

な
い
。
そ
の
背
景
に
つ
い
て
説
明
す
る
前
に
、

改
め
て
、Ｕ
Ａ
Ｗ
が
二
〇
〇
九
年
に
ど
の
よ

う
な
譲
歩
を
し
た
の
か
振
り
返
っ
て
み
る
。

二
〇
〇
九
年
、
Ｇ
Ｍ
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
が

経
営
破
綻
に
追
い
込
ま
れ
、
連
邦
政
府
に
救

済
を
求
め
た
際
、
連
邦
政
府
は
Ｕ
Ａ
Ｗ
に
対

し
、
両
社
の
競
争
力
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に

労
務
コ
ス
ト
の
削
減
に
協
力
す
る
こ
と
を
救

済
の
条
件
と
し
て
提
示
し
た
。
Ｕ
Ａ
Ｗ
が
こ

れ
を
拒
め
ば
、
政
府
に
よ
る
資
金
投
入
は
さ

れ
ず
両
社
は
清
算
さ
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
。

当
時
の
Ｕ
Ａ
Ｗ
会
長
、ロ
ン
・
ゲ
ッ
テ
ル
フ
ィ

ン
ガ
ー
が
組
合
員
の
説
得
に
努
力
し
、
Ｕ
Ａ

Ｗ
は
前
代
未
聞
の
労
働
条
件
の
譲
歩
＝
労
働

協
約
の
一
部
改
定
に
調
印
し
た
の
だ
っ
た
。

そ
の
内
容
は
、
基
本
的
な
労
働
条
件
か
ら

Ｖ
Ｅ
Ｂ
Ａ
と
呼
ば
れ
る
組
合
員
の
た
め
の
健

康
保
険
基
金
の
見
直
し
ま
で
多
岐
に
渡
っ
た
。

基
本
的
な
労
働
条
件
で
盛
り
込
ま
れ
た
主
な

も
の
は
、
①
残
業
代
コ
ス
ト
の
削
減
②
物
価

上
昇
に
伴
う
賃
金
調
整
の
廃
止
③
業
績
賞
与

の
廃
止
④
休
憩
時
間
の
削
減
⑤
休
日
の
削
減

⑥
新
規
従
業
員
の
昇
進
の
凍
結
―
―
な
ど

（
４
）。残業

代
で
は
、
残
業
時
間
の
計
算
方
法
を

変
更
し
、
そ
れ
ま
で
毎
日
八
時
間
を
超
え
た

就
労
時
間
に
対
し
て
残
業
代
を
支
給
し
て
い

た
も
の
を
、
一
週
間
の
合
計
の
勤
務
時
間
が

四
〇
時
間
を
超
え
た
際
に
初
め
て
残
業
代
を

支
給
す
る
よ
う
に
し
た
。
物
価
上
昇
に
伴
う

賃
金
調
整
は
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ａ 

（C
ost of living 

adjustm
ent

）
と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
が
、
こ

れ
を
廃
止
す
る
こ
と
で
、
イ
ン
フ
レ
が
起
き

て
も
賃
金
額
を
増
額
調
整
し
な
い
よ
う
に
し

た
。
休
憩
時
間
の
削
減
で
は
、
就
業
八
時
間

に
つ
き
四
六
分
あ
っ
た
休
憩
を
四
〇
分
に
削

減
。
休
日
に
つ
い
て
は
、
イ
ー
ス
タ
ー
（
三

月
の
復
活
祭
）
マ
ン
デ
ー
を
有
給
休
日
と
し

て
い
た
の
を
廃
止
し
た
。

新
規
従
業
員
の
昇
進
凍
結
は
、
組
合
員
の

間
で
も
っ
と
も
物
議
を
醸
し
て
い
る
。
デ
ト

ロ
イ
ト
ス
リ
ー
で
は
、
二
〇
〇
七
年
の
労
働

協
約
改
定
時
に
、
い
わ
ゆ
る
「2 T

ier 
w

age system

」（
二
段
階
賃
金
方
式
）
の
導

入
を
受
け
入
れ
た
。
こ
の
方
式
は
、
今
後
新

た
に
雇
い
入
れ
る
新
規
従
業
員
に
つ
い
て
、

時
給
を
一
四
ド
ル
と
い
う
従
前
の
労
働
者

（
二
八
ド
ル
）
の
半
分
の
水
準
に
設
定
し
、

労
働
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

一
般
的
に
、
エ
ン
ト
リ
ー
レ
ベ
ル
の
労
働
者

がT
ier 2 

、
通
常
の
労
働
者
がT

ier1

と

呼
ば
れ
る
。
二
〇
〇
九
年
の
改
定
に
よ
り
、

T
ier2

がT
ier1

に
昇
進
す
る
昇
進
す
る
道

が
閉
ざ
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
は
、
賃
金
や
そ
の
ほ

か
の
待
遇
の
「
改
善
」
に
関
し
て
労
使
交
渉

が
ま
と
ま
ら
な
い
場
合
、
た
だ
ち
に
強
制
的

な
仲
裁
に
移
行
す
る
、
い
わ
ゆ
る
ス
ト
な
し

条
項
を
受
け
入
れ
た
。
以
上
の
改
定
項
目
は
、

二
〇
一
五
年
ま
で
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

■
背
景
に
急
速
な
業
績
回
復
■

で
は
な
ぜ
、
経
営
破
綻
か
ら
そ
れ
ほ
ど
時

間
が
経
過
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
般
組
合
員
か
ら
「
譲
歩
し
た
労
働
条
件
を

元
に
戻
す
べ
き
だ
」
と
の
声
が
強
ま
っ
て
き

た
の
か
。
大
き
な
背
景
の
一
つ
に
、
予
想
以

上
に
早
く
、
デ
ト
ロ
イ
ト
ス
リ
ー
の
業
績
が

回
復
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

自
動
車
販
売
台
数
は
米
国
経
済
の
立
ち
直

り
か
ら
急
速
な
盛
り
返
し
を
見
せ
て
お
り
、

二
〇
〇
九
年
に
一
〇
六
〇
万
台
ま
で
落
ち
込

ん
だ
販
売
台
数
は
、
二
〇
一
〇
年
で
は
一
一

七
七
万
台
に
ま
で
回
復
（
表
１
）。
二
〇
一

一
年
は
さ
ら
に
回
復
す
る
と
み
ら
れ
て
お
り
、

一
三
〇
〇
万
台
近
く
に
ま
で
達
す
る
と
予
測

す
る
機
関
も
あ
る（
５
）。

各
社
の
業
績
状
況
を
み
る
と
、
Ｇ
Ｍ
は
二

月
二
四
日
、
再
建
後
初
め
て
と
な
る
一
年
を

通
し
て
の
財
務
リ
ポ
ー
ト
を
発
表
。
二
〇
一

表１　2000年以降の米国自動車販売台数の推移
（単位：台）

Year Cars Trucks Total
2010 5,635,433 6,136,787 11,772,220
2009 5,400,890 5,200,478 10,601,368
2008 6,769,107 6,724,058 13,493,165
2007 7,562,334 8,897,981 16,460,315
2006 7,761,592 9,287,389 17,048,981
2005 7,659,983 9,784,346 17,444,329
2004 7,482,555 9,816,018 17,298,573
2003 7,555,551 9,411,891 16,967,442
2002 8,042,255 9,096,397 17,138,652
2001 8,352,000 9,120,378 17,472,378
2000 8,777,723 9,033,950 17,811,673

資料出所：Ward's Auto

新役員に選出され祝福されるキングUAW会長（右から２人目）ら
（2010年６月のUAW大会）
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〇
年
は
４
四
半
期
す
べ
て
で
黒
字
と
な
り
、

暦
年
ベ
ー
ス
で
の
総
利
益
は
四
七
億
ド
ル
を

達
成
し
た
（
図
表
２
）。
ダ
ン
・
エ
ー
カ
ー

ソ
ン
会
長
は
「
と
く
に
喜
ば
し
い
こ
と
は
、

４
四
半
期
連
続
で
黒
字
を
達
成
し
、
米
国
経

済
が
底
か
ら
脱
し
き
れ
て
い
な
い
中
で
も
Ｇ

Ｍ
は
利
益
を
出
し
続
け
て
い
け
る
こ
と
を
示

す
こ
と
が
で
き
た
」
と
語
り
、
復
活
を
強
く

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
は
、
ジ
ー
プ
な
ど
の
新
型

モ
デ
ル
の
売
上
が
好
調
で
、
三
月
の
売
上
で

は
前
年
同
月
比
三
一
・
四
％
増
を
記
録
。
赤

字
か
ら
は
ま
だ
脱
し
切
れ
て
い
な
い
と
報
じ

ら
れ
て
い
る
が
、フ
ィ
ア
ッ
ト
の
セ
ル
ジ
オ
・

マ
ル
キ
オ
ン
ニ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
も
と
で
着
実
に
財

務
体
質
は
改
善
し
て
い
る
。

■
交
渉
先
頭
役
は
フ
ォ
ー
ド
■

フ
ォ
ー
ド
は
、
二
〇
一
〇
年
の
総
利
益
が

二
〇
〇
九
年
実
績
の
二
七
・
一
億
ド
ル
か
ら
、

約
六
五
・
六
億
ド
ル
と
倍
以
上
に
膨
れ
上

が
っ
た
（
表
２
）。
三
月
の
自
動
車
売
上
を

み
る
と
、
前
年
同
月
に
比
べ
一
九
・
一
％
の

増
加
と
な
り
、
Ｇ
Ｍ
を
退
け
米
国
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
の
座
に
つ
い
た
。
フ
ォ
ー
ド
が
月
次

ベ
ー
ス
の
販
売
台
数
で
Ｇ
Ｍ
を
上
回
っ
た
の

は
、
一
九
九
八
年
以
降
で
二
回
し
か
な
い

（
６
）。ＵＡ

Ｗ
は
デ
ト
ロ
イ
ト
ス
リ
ー
と
の
労
働

協
約
交
渉
で
は
、
そ
の
時
に
も
っ
と
も
好
調

な
会
社
を
パ
タ
ー
ン
セ
ッ
タ
ー
と
し
て
最
初

の
交
渉
役
と
し
、
そ
の
結
果
を
他
の
会
社
に

波
及
さ
せ
る
「
パ
タ
ー
ン
交
渉
方
式
」
を
採

用
す
る
が
、
今
年
四
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
る
改

定
交
渉
で
は
、
Ｇ
Ｍ
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
が
政

府
の
救
済
を
受
け
交
渉
の
足
か
せ
が
多
い
こ

と
か
ら
、
パ
タ
ー
ン
セ
ッ
タ
ー
と
し
て

フ
ォ
ー
ド
が
選
ば
れ
る
こ
と
が
確
実
と
み
ら

れ
て
い
る
。
組
合
員
か
ら
の
労
働
条
件
改
善

要
求
も
、
当
然
な
が
ら
、
フ
ォ
ー
ド
の
組
合

員
が
も
っ
と
も
強
硬
で
あ
る
。

二
〇
〇
九
年
一
〇
月
、
そ
れ
を
象
徴
す
る

出
来
事
が
あ
っ
た
。
当
時
の
Ｕ
Ａ
Ｗ
フ
ォ
ー

ド
の
執
行
部
が
、
フ
ォ
ー
ド
だ
け
が
労
働
条

件
の
見
直
し
を
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ

の
ま
ま
で
は
Ｇ
Ｍ
や
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
に
比
べ

競
争
力
で
不
利
を
抱
え
る
と
考
え
た
。
そ
こ

で
、
両
社
が
受
け
入
れ
た
の
と
同
様
の
協
約

見
直
し
を
一
般
組
合
員
に
提
案
し
た
。
そ
の

代
わ
り
組
合
員
は
多
額
の
一
時
金
を
受
け
取

れ
る
内
容
で
あ
っ
た
が
、
職
場
投
票
の
結
果
、

執
行
部
の
提
案
は
七
〇
％
以
上
と
い
う
高
い

割
合
で
否
決
さ
れ
た
。
ミ
シ
ガ
ン
州
デ
ィ
ア

ボ
ー
ン
の
よ
う
に
、
組
合
員
の
九
割
以
上
が

反
対
し
た
支
部
も
あ
っ
た
。

Ｇ
Ｍ
で
も
摩
擦
が
ま
っ
た
く
な
い
訳
で
は

な
い
。
経
営
再
建
後
に
シ
ボ
レ
ー
ソ
ニ
ッ
ク

な
ど
の
小
型
車
を
新
た
に
生
産
す
る
こ
と
に

な
っ
た
ミ
シ
ガ
ン
州
オ
リ
オ
ン
工
場
で
、
今

年
に
入
っ
て
二
段
階
賃
金
方
式
を
め
ぐ
る
騒

ぎ
が
起
き
た
。
利
益
率
の
面
で
は
、
小
型
車

の
生
産
は
大
型
車
の
生
産
に
劣
る
。
そ
こ
で

Ｇ
Ｍ
と
Ｕ
Ａ
Ｗ
執
行
部
は
、
同
工
場
で
の
労

働
コ
ス
ト
を
で
き
る
だ
け
抑
制
す
る
た
め
、

従
業
員
の
四
〇
％
をT

ier 2 

労
働
者
で
埋

め
る
こ
と
に
合
意
し
た
。
さ
ら
に
、
レ
イ
オ

フ
中
の
古
株
の
組
合
員
が
復
帰
す
る
場
合
も
、

勤
続
年
数
が
一
定
年
数
以
下
の
場
合
に
は
、

T
ier 2

労
働
者
と
し
て
再
雇
用
す
る
と
表

明
し
た
こ
と
か
ら
一
部
の
組
合
員
が
激
怒
。

昨
年
一
〇
月
、
同
工
場
組
合
員
が
、
デ
ト
ロ

イ
ト
市
内
に
あ
る
Ｕ
Ａ
Ｗ
本
部
ビ
ル
前
で
抗

議
す
る
と
い
う
騒
ぎ
が
あ
っ
た（
７
）。

組
合
員
が
不
満
を
募
ら
す
も
う
一
つ
の
背

景
と
し
て
、
経
営
幹
部
の
莫
大
な
報
酬
額
が

あ
げ
ら
れ
る
。
最
近
、
フ
ォ
ー
ド
幹
部
の
二

〇
一
〇
年
の
報
酬
額
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、

ア
ラ
ン
・
ム
ラ
ー
リ
ー
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
サ

ラ
リ
ー
（
年
俸
）
は
一
四
〇
万
ド
ル
で
、ボ
ー

ナ
ス
三
一
五
万
ド
ル
と
付
与
株
な
ど
を
合
わ

せ
る
と
総
額
は
二
六
五
二
万
ド
ル
に
及
ん
だ
。

表２　GM、フォードの2010年以降の業績推移
GM フォード

総利益 （10億ドル）総収入（10億ドル）総利益（10億ドル）総収入（10億ドル）

2010年第Ⅰ 0.9 31.5 2.1 28.1

2010年第Ⅱ 1.3 33.2 2.6 31.3

2010年第Ⅲ 2.6 34.1 1.7 29.0 

2010年第Ⅳ 0.5 36.9 1.9 32.5

2010年トータル 4.7 135.6 6.6 120.9

各社 HP をもとに筆者作成

■2008年
　11月	 ・ＧＭとクライスラーが連邦議会に財政支援を要請
　　　	 ・議会での公聴会開催される（自社ジェット機批判など）
　12月	 ・ブッシュ大統領がＧＭとクライスラーに対して、計174億ドルを緊

急融資すると発表
■2009年
　2月	 ・GMとクライスラーが議会に対して経営再建計画の基本案を提出
	 ・米政府自動車作業部会が再建計画の内容精査を開始
　3月	 ・GMリック・ワゴナーCEOが退任
　4月	 ・GMが新再建計画を発表（Updated	Viability	Plan）
	 ・クライスラーがフィアットとの統合に合意し、連邦破産法第11条

に基づく破産申請を行う
　5月	 ・GMがUAWと2007年労働協約の一部改定で合意したと発表
　6月	 ・GMがニューヨーク南地区の破産裁判所に対し、破産法第11条（チ

ャプター11）に基づく破産申請を行う
	 ・連邦最高裁が、クライスラーの再建計画を承認
　7月	 ・GMの再生手続きが完了し、新生GMスタート
　10月	 ・フォードで協約改定案が職場投票にかけられ否決
■2010年
　6月	 ・UAWの第35回定期大会が開催され、ボブ・キング氏が新会長に選

出される
　8月	 ・キングUAW会長が「21世紀のUAW」に関するスピーチを行う
　11月	 ・GMが株式市場に再上場
■2011年
　3月	 ・UAWがスペシャル・コンベンションを開催し、団体交渉に臨む方

針を確認
　夏	 ・デトロイトスリーとUAWとの労働協約改定交渉がスタート

筆者作成

デトロイトスリーの経営破綻以降の動き
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海外労働事情

役
員
の
高
報
酬
問
題
に
は
Ｕ
Ａ
Ｗ
本
部
も
批

判
的
で
あ
り
、
三
月
、
組
合
員
に
向
け
て
ス

ピ
ー
チ
し
た
ボ
ブ
・
キ
ン
グ
Ｕ
Ａ
Ｗ
会
長
は

「
ア
ラ
ン
・
ム
ラ
ー
リ
ー
は
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
し
て

は
偉
大
だ
と
思
う
が
、
こ
の
世
界
に
、
そ
れ

ほ
ど
の
大
金
に
見
合
う
価
値
の
あ
る
人
間
な

ど
い
る
と
は
思
わ
な
い
」
と
強
い
怒
り
を
あ

ら
わ
に
し
た
。

■
注
目
の
今
期
要
求
項
目
■

三
月
二
二
日
か
ら
三
日
間
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
は
デ

ト
ロ
イ
ト
市
内
に
一
二
〇
〇
人
の
組
合
員
を

集
め
、「S

pecial C
onvention

」（
ス
ペ
シ
ャ

ル
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
）を
開
催
し
た
。こ
の

会
議
は
、
今
後
四
年
間
に
わ
た
る
Ｕ
Ａ
Ｗ
と

し
て
の
経
営
側
と
の
団
体
交
渉
に
お
け
る
基

本
方
針
を
確
認
す
る
も
の
。
今
年
予
定
さ
れ

る
デ
ト
ロ
イ
ト
ス
リ
ー
と
の
協
約
改
定
交
渉

で
の
組
合
側
の
ス
タ
ン
ス
も
、
こ
の
会
議
で

確
認
さ
れ
た
方
針
が
強
く
反
映
さ
れ
る
た
め
、

地
元
デ
ト
ロ
イ
ト
で
の
注
目
度
も
高
く
、
地

元
紙
も
連
日
こ
の
会
議
の
模
様
を
報
道
し
た
。

注
目
さ
れ
た
点
は
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
が
、
①
デ
ト

ロ
イ
ト
ス
リ
ー
の
業
績
回
復
②
会
社
の
労
働

コ
ス
ト
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
制
約
③
現
場
組
合
員
の
期
待
に
応
え
る

―
―
と
い
う
三
要
素
す
べ
て
を
満
た
す
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
方
針
を
提
起
す
る
か
で

あ
っ
た
。
会
議
で
確
認
さ
れ
た
基
本
方
針
を

み
る
と
、
取
り
組
み
の
柱
と
な
る
キ
ー
ワ
ー

ド
が
三
本
掲
げ
ら
れ
た
。
そ
の
三
つ
と
は
、

①O
rganize

②B
uild pow

er

③W
in 

justice

―
―
で
あ
る
。

も
っ
と
も
強
調
さ
れ
た
の
は
「
組
織
化
」

で
、
近
年
の
組
合
員
の
大
幅
な
減
少
に
対
す

る
Ｕ
Ａ
Ｗ
本
部
の
強
い
危
機
感
が
そ
の
ま
ま

表
さ
れ
る
形
と
な
っ
た
。
全
体
と
し
て
、
ま

ず
組
織
化
を
強
化
す
る
こ
と
で
交
渉
力
を
回

復
さ
せ
る
こ
と
を
優
先
し
、
そ
れ
か
ら
公
正

な
労
働
条
件
を
取
り
戻
し
て
い
こ
う
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
強
く
発
せ
ら
れ
て
お
り
、
労

働
条
件
の
回
復
よ
り
は
、
組
織
化
や
雇
用
確

保
に
力
点
が
置
か
れ
る
内
容
と
な
っ
た
。

■
業
績
連
動
一
時
金
へ
シ
フ
ト
■

で
は
、
会
社
の
利
益
を
組
合
員
に
配
分
し

て
い
く
取
り
組
み
と
し

て
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
は
何
を
軸

と
し
て
い
く
こ
と
に
し

た
の
か
。
Ｕ
Ａ
Ｗ
が
今

回
の
方
針
で
明
ら
か
に

し
た
の
が
、「P

rofit 
S

haring

」（

プ

ロ

フ
ィ
ッ
ト
・
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
）
お
よ
び
「G

ain 
S

haring

」（
ゲ
イ
ン
・

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
）
の
追

求
で
あ
る
。

プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
・

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
は
、

会
社
の
単
年
度
ご
と
の
利
益
に
応
じ
た
一
定

額
を
労
働
者
に
支
給
す
る
も
の
。
通
常
は
、

労
使
で
あ
ら
か
じ
め
、
利
益
に
応
じ
た
支
給

額
の
計
算
式
を
決
め
て
お
く
。
考
え
方
は
、

日
本
で
の
業
績
連
動
賞
与
に
近
い
。
一
方
、

ゲ
イ
ン
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
、
利
益
で
は
な

く
、
支
給
額
を
各
工
場
に
お
け
る
生
産
性
の

向
上
な
ど
と
結
び
付
け
る
。
Ｇ
Ｍ
北
米
担
当

社
長
の
マ
ー
ク
・
ル
ー
ス
氏
も
一
月
の
北
米

モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
の
場
で
、
組
合
員
に
対
し

て
も
、
車
の
品
質
と
賃
金
を
結
び
つ
け
た
方

式
を
導
入
し
た
い
と
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る

（
８
）。
何
を
指
標
と
す
る
か
は
各
職
場
の
労

使
が
決
め
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

こ
う
し
た
方
式
の
提
起
か
ら
は
、
労
働
コ

ス
ト
を
上
昇
さ
せ
な
い
方
策
を
模
索
し
た
Ｕ

Ａ
Ｗ
執
行
部
の
苦
悩
の
跡
が
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
の
方
式
で
あ
れ
ば
、
会
社
が
利
益
を
伸
ば

し
た
り
、
生
産
性
が
向
上
し
た
だ
け
組
合
員

へ
の
配
分
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
会
社
の

財
務
体
質
が
痛
む
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
基

本
賃
金
（
時
給
）
の
引
き
上
げ
と
違
っ
て
恒

常
的
な
労
働
コ
ス
ト
の
上
昇
に
つ
な
が
ら
な

い
。
今
年
、業
績
好
調
を
反
映
し
て
、フ
ォ
ー

ド
は
一
人
あ
た
り
五
〇
〇
〇
ド
ル
、
Ｇ
Ｍ
で

は
四
〇
〇
〇
ド
ル
以
上
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
は

七
五
〇
ド
ル
を
急
き
ょ
従
業
員
に
支
給
し
た
。

Ｕ
Ａ
Ｗ
の
配
分
要
求
の
軸
足
が
プ
ロ
フ
ィ
ッ

ト
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
移
る
の
で
あ
れ
ば
、

支
給
額
は
も
っ
と
高
い
水
準
に
引
き
上
げ
ら

れ
る
と
予
想
さ
れ
る
。

た
だ
、
こ
れ
ら
の
方
式
に
一
般
組
合
員
が

納
得
す
る
の
か
ど
う
か
は
不
透
明
だ
。
三
月

二
一
日
付
の
地
元
紙
、
デ
ト
ロ
イ
ト
フ
リ
ー

プ
レ
ス
紙
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
記
事「U

A
W

 
leaders: C

ontract show
dow

n brew
ing

」

は
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
直
前
の
こ
ん
な

フ
ォ
ー
ド
組
合
員
の
コ
メ
ン
ト
を
掲
載
し
た
。

「
譲
歩
（concessions

）
は
も
う
た
く
さ

ん
だ
。
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ａ
を
復
活
さ
せ
て
も
ら
え
れ

ば
、
ハ
ッ
ピ
ー
だ
」。

■
「
二
一
世
紀
の
Ｕ
Ａ
Ｗ
」
へ
■

こ
う
し
た
交
渉
姿
勢
の
変
化
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
少
な
く
と
も
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
で
は
、
経
営
側
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
に

変
化
が
生
じ
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
、
Ｕ
Ａ

Ｗ
の
新
会
長
に
、
ボ
ブ
・
キ
ン
グ
氏
が
就
任

し
た
こ
と
も
背
景
の
一
つ
だ
。
キ
ン
グ
氏
は
、

フ
ォ
ー
ド
で
組
織
化
に
長
年
従
事
し
、
Ｕ
Ａ

Ｗ
内
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
彼
が
得
意

に
し
て
き
た
の
が
、
品
質
向
上
や
生
産
性
向

上
、
労
務
コ
ス
ト
の
削
減
に
組
合
側
が
協
力

す
る
こ
と
を
約
束
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
会

社
に
組
織
化
を
承
認
さ
せ
る
と
い
う
や
り
方

だ
。二

〇
一
〇
年
の
会
長
就
任
後
も
、
組
合
と

し
て
の
会
社
へ
の
品
質
向
上
や
生
産
性
向
上

な
ど
へ
の
協
力
の
重
要
性
を
強
く
訴
え
て
い

る
。
例
え
ば
、
二
〇
一
〇
年
八
月
の
ミ
シ
ガ

ン
州
で
開
催
さ
れ
た
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ

ナ
ー
で
の
講
演
で
、
旧
来
の
Ｕ
Ａ
Ｗ
を
「
二

〇
世
紀
の
Ｕ
Ａ
Ｗ
」、
新
た
な
今
後
の
Ｕ
Ａ

Ｗ
を
「
二
一
世
紀
の
Ｕ
Ａ
Ｗ
」
と
表
し
、
こ

う
話
し
た
。

「
二
一
世
紀
の
Ｕ
Ａ
Ｗ
は
、
柔
軟
、
革
新
、

無
駄
を
省
く
生
産
方
式
と
絶
え
間
な
い
コ
ス

ト
削
減
が
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
で
は
も
っ
と
も

重
要
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。
二
〇

世
紀
の
Ｕ
Ａ
Ｗ
は
ビ
ッ
グ
三
に
占
有
さ
れ
た

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
対
峙
し
て
き
た
が
、
二
一
世

紀
の
Ｕ
Ａ
Ｗ
は
少
な
く
と
も
ビ
ッ
グ
七
、
も

し
か
し
た
ら
そ
れ
以
上
の
競
争
相
手
と
対
峙

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
」「
二
一
世
紀
の
Ｕ
Ａ

Ｗ
は
、
も
は
や
経
営
側
を
敵
と
し
て
み
る
こ

海外労働事情
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海外労働事情

と
は
な
い
。
経
営
側
は
革
新
や
品
質
と
い
う

面
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
。
経
営
側
と
の

新
し
い
関
係
は
、
お
互
い
の
尊
重
、
共
有
化

さ
れ
た
ゴ
ー
ル
、
共
通
の
使
命
の
上
に
構
築

さ
れ
る
」。

実
は
、
今
の
状
況
で
経
営
側
の
足
を
引
っ

張
れ
ば
、
も
っ
と
も
損
を
す
る
の
は
Ｕ
Ａ
Ｗ

自
身
で
あ
る
こ
と
を
執
行
部
は
理
解
し
て
い

る
。
近
年
は
、
日
本
、
ド
イ
ツ
勢
だ
け
で
な

く
、ヒ
ュ
ン
ダ
イ
・
Ｋ
Ｉ
Ａ
の
韓
国
勢
の
シ
ェ

ア
伸
長
が
著
し
く
、
中
国
も
、
い
つ
無
視
で

き
な
い
ラ
イ
バ
ル
に
成
長
す
る
か
油
断
は
で

き
な
い
。
こ
う
し
た
な
か
、
米
国
内
で
生
産

し
て
い
く
こ
と
が
コ
ス
ト
面
で
大
き
な
不
利

益
と
な
れ
ば
、
経
営
側
は
、
単
に
そ
の
拠
点

を
よ
り
人
件
費
の
安
い
メ
キ
シ
コ
に
移
管
し

て
い
く
だ
け
で
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
雇
用

減
に
伴
う
さ
ら
な
る
組
合
員
の
減
少
を
招
き
、

Ｕ
Ａ
Ｗ
の
存
立
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
る
。

雇
用
の
維
持
・
確
保
を
最
優
先
課
題
と
し

て
、
競
争
力
強
化
と
い
う
同
じ
ゴ
ー
ル
に
向

か
う
Ｕ
Ａ
Ｗ
と
デ
ト
ロ
イ
ト
ス
リ
ー
と
の
協

調
関
係
は
、
ま
す
ま
す
深
ま
っ
て
い
く
こ
と

が
確
実
だ
。
現
場
の
な
か
に
は
、
本
部
の
危

機
感
を
共
有
し
な
い
一
般
組
合
員
も
残
る
も

の
の（
９
）、
逆
に
す
べ
て
の
現
場
組
合
員
の

末
端
ま
で
「
二
一
世
紀
の
Ｕ
Ａ
Ｗ
」
の
考
え

方
が
浸
透
し
た
場
合
は
、
日
系
メ
ー
カ
ー
に

と
っ
て
デ
ト
ロ
イ
ト
ス
リ
ー
が
再
び
手
ご
わ

い
競
争
相
手
と
し
て
立
ち
は
だ
か
る
こ
と
に

な
る
。

〔
注
〕

１
．
新
規
従
業
員
に
は
従
来
の
労
働
者
の
半
分
の
時
給
水

準
を
適
用
す
る
制
度
。
デ
ト
ロ
イ
ト
ス
リ
ー
で
は
二
〇

〇
七
年
締
結
の
労
働
協
約
か
ら
導
入
さ
れ
て
お
り
、
同

じ
仕
事
し
て
い
る
組
合
員
が
賃
金
水
準
の
違
い
で
分
断

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
組
合
内
部
で
も
物
議
を
醸
し
て
い

る
。

２
．
各
支
部
の
代
議
員
が
支
持
す
る
候
補
者
名
を
読
み
上

げ
る
方
式
で
投
票
が
行
わ
れ
、
ほ
ぼ
投
票
の
半
ば
で
ボ

ブ
・
キ
ン
グ
候
補
が
勝
利
を
確
定
さ
せ
、
投
票
が
途
中

で
打
ち
切
ら
れ
る
ほ
ど
の
圧
勝
で
あ
っ
た
。

３
．
デ
ト
ロ
イ
ト
フ
リ
ー
プ
レ
ス
紙　

二
〇
一
〇
年
六
月

一
四
日
付

４
．
こ
の
ほ
か
医
療
給
付
面
で
も
多
く
の
条
件
が
切
り
下

げ
ら
れ
た
。

５
．
Ｊ
Ｄ
パ
ワ
ー
社
な
ど
。
だ
が
、
米
国
で
は
最
近
ガ
ソ

リ
ン
価
格
が
急
上
昇
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
予
測
が
下

方
修
正
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

６
．
デ
ト
ロ
イ
ト
ニ
ュ
ー
ス
紙
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
二
〇

一
一
年
四
月
二
日
付

７
．
一
部
の
組
合
員
は
、
職
場
で
の
投
票
に
か
け
て
い
な

い
の
に
決
定
し
た
こ
と
は
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ａ
（
全
国
労
働
関
係

法
）
に
違
反
す
る
と
し
て
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
（
全
国
労
働
関
係

委
員
会
）
に
申
し
立
て
を
行
っ
た
。

８
．
二
〇
一
一
年
一
月
一
一
日
付
デ
ト
ロ
イ
ト
ニ
ュ
ー
ス

紙
。

９
．
逆
に
ミ
シ
ガ
ン
州
の
Ｇ
Ｍ
ラ
ン
シ
ン
グ
工
場
の
よ
う

に
、
労
使
協
調
で
め
ま
ぐ
る
し
い
生
産
効
率
改
善
を
果

た
し
た
現
場
も
あ
る
。

今年１月、デトロイトで開催された北米モーターショーの様子
（写真はレクサスのコーナー）
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